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(57)【要約】
【課題】　アンチパイラシー光ディスクを提供する。
【解決手段】　アンチパイラシー光ディスクは、親ディ
スクおよびサブディスクを有する。親ディスクは穴およ
び第１の識別特徴部を有する。穴は、親ディスクの中心
領域を通って形成される。サブディスクは、親ディスク
の穴に取り外し可能に適合して取り付けられ、第２の識
別特徴部を有する。第２の識別特徴部は親ディスクの第
１の識別特徴部に対応し、完全なパターンを形成する。
アンチパイラシー光ディスクは、第１および第２の識別
特徴部が適合するかどうか確認した場合にのみ再生でき
る。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　中心、
　　前記中心を通って形成される穴、および
　　第１の識別特徴部
を有する親ディスクと、
　前記親ディスクの前記穴に取り外し可能に適合して取り付けられ、かつ
　　前記親ディスクの前記第１の識別特徴部に対応する第２の識別特徴部
を有するサブディスクと
を含むアンチパイラシー光ディスク。
【請求項２】
　前記第１および第２の識別特徴部が互いに補完して完全なパターンを形成する請求項１
に記載の光ディスク。
【請求項３】
　前記パターンがインクで印刷される請求項２に記載の光ディスク。
【請求項４】
　前記穴が不規則な形状を有し、前記穴の形状が前記第１の識別特徴部であり、および
　前記サブディスクが、前記穴と同じ形状を有して前記第２の識別特徴部となる、請求項
１に記載の光ディスク。
【請求項５】
　前記第１および第２の識別特徴部が適合しているかどうかが、エッジ検出技術によって
決定される請求項４に記載の光ディスク。
【請求項６】
　前記親ディスクが、
　　前記穴を取り囲む非データセグメントであって、かつ前記非データセグメントに形成
された前記第１の識別特徴部としてインク層を有する、非データセグメント
をさらに有し、かつ
　前記サブディスクが、前記サブディスクに形成された前記第２の識別特徴部として別の
インク層をさらに有する、請求項１に記載の光ディスク。
【請求項７】
　前記インク層が、紫外線インク、赤外線インク、光学インク、サーマルインクまたは透
明インクで構成されている請求項６に記載の光ディスク。
【請求項８】
　前記サブディスクが電子デバイスである請求項１に記載の光ディスク。
【請求項９】
　前記電子デバイスがマイクロメモリカードである請求項８に記載の光ディスク。
【請求項１０】
　前記親ディスクおよび前記サブディスクが独立して製造されている請求項１、２、４、
６または８のいずれか一項に記載の光ディスク。
【請求項１１】
　前記サブディスクが、前記親ディスクと一体的に形成されて、そこから分割される請求
項１、２、４、６、または８のいずれか一項に記載の光ディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アンチパイラシー（著作権侵害対策）光ディスク、詳細には不正コピーを防
止するためのアンチパイラシー光ディスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　技術の進歩により、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルヴァーサタイルディスク（
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ＤＶＤ）などの光ディスクが最も人気のある記憶媒体となった。しかしながら、ほとんど
の人は知的所有権について詳しくない。多くの商業用光ディスク、とりわけ高い価値を有
する光ディスクが不正にコピーされている。
【０００３】
　光ディスクの不正コピーを効果的に防止するために、各メーカーは解決策を見つけよう
と熱心に研究開発しており、それらの例は、例えば日本ビクター株式会社（ＪＶＣ）から
のエクステンディッドリゾルーションコンパクトディスク（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｒｅｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）（ＸＲＣＤ）、ソニー株式会社およびロイヤ
ルダッチ・フィリップスエレクトロニクス（Ｒｏｙａｌ　Ｄｕｔｃｈ　Ｐｈｉｌｉｐｓ　
Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｌｔｄ．）からのスーパーオーディオＣＤ（Ｓｕｐｅｒ　Ａｕ
ｄｉｏ　Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）（ＳＡＣＤ）などである。ＸＲＣＤもＳＡＣＤも、
光ディスクの不正コピーを防止するために「制御管理」技術および「エクスクルーシブプ
レイヤー（ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ　ｐｌａｙｅｒ）」技術を採用している。最近では、多く
のＤＶＤプロバイダが、ノイズ信号の追加、リージョンコードの追加、Ｄｉｖｘコーディ
ングなどの技術をさらに採用することにより、自身の知的所有権を保護している。
【０００４】
　さらに、ネットワーク技術の進歩により、ＭＰ３、ＭＰ４などのデジタルプレイヤーが
一般的に使用されるようになった。しかしながら、光ディスク上のデータは、光ディスク
からデジタルプレイヤーへ簡単にコピーできる。それゆえ、光ディスク上のデータをいか
に保護するかが、重大な問題である。
【０００５】
　この問題を解決するために、透かし技術が発明された。透かし技術はデジタルデータに
透かし情報を埋め込む。データがコピーされると、透かし情報も一緒にコピーされる。し
かしながら、透かし技術は、コピーされたディスク源を追跡できるだけであり、不正コピ
ーを効果的に防止することはできない。
【０００６】
　これらの欠点を解決するため、本発明は、上述の問題を緩和または未然に防ぐための、
不正コピーを防止するアンチパイラシー光ディスクを提供する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の主な目的は、不正コピーを防止するアンチパイラシー光ディスクを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明によるアンチパイラシー光ディスクは、親ディスクおよびサブディスクを含む。
親ディスクは穴および第１の識別特徴部を有する。穴は、親ディスクの中心領域を通って
形成される。サブディスクは、親ディスクの穴に取り外し可能に適合して取り付けられ、
第２の識別特徴部を有する。第２の識別特徴部は、親ディスクの第１の識別特徴部に対応
する。アンチパイラシー光ディスクは、第１および第２の識別特徴部が適合するかどうか
確認される場合にのみ再生できる。
【０００９】
　本発明の他の目的、利点および新規の特徴は、添付の図面と併せて、以下詳細な説明か
ら明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第１の実施形態の分解斜視図である
。
【図２】図１のアンチパイラシー光ディスクの平面図である。
【図３】本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第２の実施形態の平面図である。
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【図４】本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第３の実施形態の分解平面図である
。
【図５】本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第４の実施形態の分解斜視図である
。
【図６】図５のアンチパイラシー光ディスクおよび光ディスクドライブの斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１を参照すると、本発明による不正コピーを防止するアンチパイラシー光ディスクが
、親ディスク（１０）およびサブディスク（２０）を含む。
【００１２】
　親ディスク（１０）は、記憶媒体としての光ディスク標準に従っており、２つの対向す
る面、穴（１０１）および第１の識別特徴部（１１）を有する。親ディスク（１０）の両
面とも中心を有する。親ディスク（１０）の少なくとも一方の面は、非データセグメント
（１０３）およびデータセグメント（１０２）を有する。データセグメント（１０２）は
非データセグメント（１０３）を取り囲む。穴（１０１）は、親ディスク（１０）の２つ
の面の中心を通って形成され、非データセグメント（１０３）によって囲まれていてもよ
い。第１の識別特徴部（１１）は、非データセグメント（１０３）に形成されており、両
面にあっても一方の面にあってもよい。
【００１３】
　サブディスク（２０）は、親ディスク（１０）の穴（１０１）に取り外し可能に適合し
て取り付けられており、２つの面および第２の識別特徴部（２１）を有する。サブディス
ク（２０）を独立して製造することも、または親ディスク（１０）と一体的に形成して、
そこから分割することもできる。サブディスク（２０）の第２の識別特徴部（２１）は、
２つの面のうちの一方に形成しても両面に形成してもよく、第１の識別特徴部（１１）に
対応する。好ましくは、サブディスク（２０）の第２の識別特徴部（２１）は正確に対応
し、かつ第１の識別特徴部（１１）を補完して認識可能な連続的で完全なパターンを形成
してもよい。
【００１４】
　さらに図２を参照して、本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第１の実施形態で
は、親ディスク（１０）の穴（１０１）およびサブディスク（２０）が円形である。第１
および第２の識別特徴部（１１、２１）を、親ディスク（１０）およびサブディスク（２
０）の上面に連続的に形成されるパターンから分割する。パターンはどのような種類のパ
ターン、設計、ドットマトリクスまたはバーコードマトリクスであってもよく、インクで
印刷されていてもよい。
【００１５】
　サブディスク（２０）を備える親ディスク（１０）が、第１および第２の識別特徴部（
１１、２１）が適合して互いに補完しているかどうか識別可能な光ディスクドライブによ
って保持される場合、光ディスクドライブは、第１および第２の識別特徴部（１１、２１
）が適合して互いに補完しているか識別することによって、親ディスク（１０）がオリジ
ナルのディスクかまたは不正コピーしたものであるかを確認する。第１および第２の識別
特徴部（１１、２１）が適合しているかを識別するための技術は、パターン認識技術、光
感知技術、エッジ検出技術、レベルベクトル（ｌｅｖｅｌ　ｖｅｃｔｏｒ）技術、レベル
注入（ｌｅｖｅｌ　ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ）技術などであってよい。
【００１６】
　加えて、さらに図３を参照して、本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第２の実
施形態では、第１および第２の識別特徴部（１１’、２１’）はインク層である。第１の
識別特徴部（１１’）を非データセグメント（１０３）に印刷する。第２の識別特徴部（
２１’）はサブディスク（２０）に印刷し、第１の識別特徴部（１１’）に対応する。さ
らに、第１および第２の識別特徴部（１１’、２１’）を印刷するために使用されるイン
クは、以下のようであってもよいが、それらに限定されることはない。
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【００１７】
　１．紫外線（ＵＶ）インク：ＵＶインクは着色ＵＶインクでも無色ＵＶインクでもよい
。着色ＵＶインクは、着色インクおよびＵＶ化合物で構成されている。着色ＵＶインクは
、通常の光の下ではある色であり、ＵＶ光の下では別の色である。無色ＵＶインクは、無
色インクおよびＵＶ化合物で構成されている。無色ＵＶインクは、通常の光の下では見え
ず、ＵＶ光に曝されると見える。使用可能なＵＶ光の波長は、２００～４００ナノメート
ルの範囲にある必要がある。たとえば、第２の実施形態において好適なＵＶ光の波長は、
２５４ナノメートルまたは３６５ナノメートルである。
【００１８】
　２．赤外線インク：赤外線インクは、赤外線を吸収できる要素を有する。赤外線インク
は通常の光の下では反応しないが、赤外線の照射下において特定のサインまたはマークを
示すように反応する。７００～１５００ナノメートルの範囲の異なる波長によって、赤外
線インクに異なる反応をもたらす。
【００１９】
　３．光学インク：光学インクは、光の干渉を生じさせることのできる分散剤を有する。
光学インクを用いて印刷されたパターンは、異なる入射角の光を当てると異なる色を呈す
る。
【００２０】
　４．サーマルインク：サーマルインクは、周囲温度に基づいてその色を変化させる。
【００２１】
　５．透明インク：透明インクは、アイソタグ（Ｉｓｏｔａｇ）、コイアコード（Ｃｏｉ
ｒｃｏｄｅ）などの不可視要素を有する。不可視要素は、特定の波長を有する光の下での
み現れる。
【００２２】
　上述のインクに加え、偽造防止用化学インク、偽造防止用磁気インクなど、当業者に公
知の他のインクを第１および第２の識別特徴部（１１’、２１’）に使用することもでき
る。
【００２３】
　さらに図４を参照して、本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第３の実施形態で
は、第１および第２の識別特徴部は、穴（１０１’）およびサブディスク（２０’）の形
状に基づく。穴（１０１’）は不規則な形状を有し、サブディスク（２０’）は穴（１０
１’）と同じ形状を有するので、サブディスク（２０’）を、穴（１０１’）に適合させ
て取り外し可能に取り付けることができる。サブディスク（２０’）を備える親ディスク
（１０）が、穴（１０１’）の形状とサブディスク（２０’）の形状が適合するかどうか
を検証可能な光ディスクドライブに装填される場合、光ディスクドライブは、穴（１０１
’）の形状とサブディスク（２０’）の形状が適合するかどうかを検証することによって
、親ディスク（１０）がオリジナルのディスクであるかまたは不正コピーしたものである
かを確認する。穴（１０１’）の形状とサブディスク（２０’）の形状が適合しているか
を検証するための技術は、輪郭検出技術、アレイ検出技術などであってよい。
【００２４】
　さらに図５を参照して、本発明によるアンチパイラシー光ディスクの第４の実施形態で
は、第１および第２の識別特徴部は、図４の第３の実施形態と同じものである。本発明の
第４の実施形態と第３の実施形態との違いは、サブディスク（２０”）が、マイクロメモ
リカード、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などの電子デバイスであることである。
【００２５】
　さらに図６を参照して、本発明の第３または第４の実施形態における光ディスクがオリ
ジナルのディスクであるかまたは不正コピーしたものであるかを認識する方法は、ディス
ク載置装置（７１）およびカードリーダ（７２）を有する光ディスクドライブ（７０）を
使用することである。光ディスクドライブ（７０）は、第１および第２の識別特徴部が適
合しているかどうかを検証することができる。親ディスク（１０）およびサブディスク（



(6) JP 2010-44849 A 2010.2.25

10

20

30

２０”）をそれぞれディスク載置装置（７１）およびカードリーダ（７２）に挿入する場
合、光ディスクドライブ（７０）は、第１および第２の識別特徴部が適合しているかどう
かを検証することによって、親ディスク（１０）がオリジナルであるかまたは海賊版であ
るかを確認する。
【００２６】
　そのようなアンチパイラシー光ディスクを用いて、光ディスクドライブ（７０）が親デ
ィスク（１０）を再生する前に、光ディスクドライブ（７０）は、それぞれ親ディスク（
１０）およびサブディスク（２０、２０’、２０”）の第１および第２の識別特徴部が適
合しているかどうか検証することによって、親ディスク（１０）の正当性を確認する。本
発明の親ディスク（１０）の不正コピーしたものは、光ディスクドライブ（７０）によっ
て認識されて拒否される。なぜなら、海賊版の光ディスクは、対応するサブディスク（２
０、２０’、２０”）ならびに第１および第２の識別特徴部を有さないからである。それ
ゆえ、不正コピーを効果的に阻止する。
【００２７】
　上述の説明において、本発明の構造および機能の詳細と共に本発明の特徴および利点を
多数説明したが、説明は例示的なものであるにすぎない。とりわけ本発明の原理内におい
て形状、サイズ、および部品の配置については、添付の特許請求の範囲に示す用語の広範
な意味によって示される全範囲に細かい変更を加えてもよい。
【符号の説明】
【００２８】
　１０　親ディスク
　１１、１１’　第１の識別特徴部
　２０、２０’、２０”　サブディスク
　２１、２１’　第２の識別特徴部
　７０　光ディスクドライブ
　７１　ディスク載置装置
　７２　カードリーダ
　１０１、１０１’　穴
　１０２　データセグメント
　１０３　非データセグメント
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